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「困った時助け合うのは
昔からあたりまえ」

山の清水を断水家庭に配る人

〈
老
ひ
て
も
な
ほ
「
可
能

性
の
狩か

り

人う
ど

」
と
な
り
て
生

き
む
と
密
か
に
思
ひ
ぬ
〉

　
岐
阜
県
連　
木
村
康
男

　
本
紙
「
心
豊
か
に
」
へ

の
投
稿
歌
で
あ
る
。
身
体

機
能
の
低
下
を
自
覚
し
な

が
ら
、「
そ
れ
で
も
」
と

自
分
に
問
い
か
け
る
歌
で

あ
る
●
「
仲
間
と
一
緒
に

休
耕
田
の
草
刈
り
、
里
山

の
倒
木
の
処
理
、
竹
藪
の

整
理
を
し
て
竹
炭
に
し
て

販
売
し
た
。
自
然
の
生
態

系
や
里
山
を
守
る
こ
と
は

大
変
で
は
あ
る
が
、
地
域

の
役
に
立
っ
て
楽
し
い
仕

事
で
あ
る
」
と
、
千
葉
県

連
の
井
上
隆
夫
さ
ん
は
言

わ
れ
る
●
最
近
の
新
聞
記

事
の
中
で
『
自
分
を
見
捨

て
な
い
』
と
い
う
言
葉
に

出
会
っ
た
。
若
者
に
も
高

齢
者
に
も
共
通
し
て
味
わ

え
る
希
望
の
言
葉
で
も
あ

ろ
う
●
日
公
連
に
は
「
人

財
産
」
が
底
知
れ
ず
潜
在

す
る
。
多
彩
な
能
力
、
様

々
な
色
彩
を
放
つ
潜
在
力

が
あ
る
。
こ
の
経
験
と
知

識
と
技
術
を
埋
も
れ
た
ま

ま
に
し
て
、
光
を
当
て
な

く
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
●

「
人
生
は
一
度
し
か
な

い
」
こ
と
を
人
は
忘
れ
が

ち
で
あ
る
。
先
の
木
村
氏

の
歌
は
そ
の
真
実
を
踏
ま

え
て
、
残
る
自
分
の
役
割

に
道
を
求
め
る
歌
で
も
あ

る
。�

（
Ｚ
）

　
昨
年
１０
月
２５
日
に
日
本

退
職
公
務
員
連
盟
・
津
島

　
本
連
盟
理
事
・
年
金
専

門
員
を
長
年
務
め
た
鈴
木

日
出
男
氏
が
体
調
を
崩
し

て
、
昨
年
１２
月
退
任
い
た

し
ま
し
た
。

　
後
任
に
、
眞
柴
博
司
氏

が
年
金
専
門
員
と
し
て
本

年
２
月
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
厚
労
省
年
金
局
に
約

１０
年
、
社
会
保
険
庁
に
２０

年
近
く
務
め
た
後
、
全
国

社
会
保
険
共
済
会
会
長
等

を
歴
任
し
た
社
会
保
障
制

度
に
関
す
る
専
門
家
で

　
退
公
連
新
聞
は
大
勢
の

会
員
の
方
々
、
多
く
の
団

体
か
ら
多
額
の
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
１
月
１９
日
現

在
２６０
万
１
千
円
。
個
人
２２７

名
、
２５
団
体
か
ら
浄
財
を

受
領
し
ま
し
た
。
個
人
と

し
て
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
方
々
、
退
公
連

本
部
、
支
部
、
分
会
の
方

々
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
特
に
、
個
人
を
対
象
に

し
て
は
寄
付
金
は
集
ま
ら

な
い
だ
ろ
う
と
提
案
さ

れ
、
香
川
県
退
公
連
本
部

か
ら
多
額
の
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
お

心
遣
い
を
日
公
連
事
務
局

は
身
に
し
み
て
拝
受
い
た

し
ま
し
た
。
他
の
退
公
連

本
部
、
支
部
、
分
会
か
ら

も
受
領
し
て
お
り
ま
す
。

　
日
公
連
以
外
か
ら
２
団

体
。
そ
の
中
に
は
「
新
聞

を
読
ま
せ
て
貰
っ
て
い
る

か
ら
」
と
高
額
の
寄
付
を

寄
せ
ら
れ
た
団
体
も
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
浄
財
で
、
新
聞
の

記
事
に
幅
と
厚
み
を
加

え
、
会
員
の
方
々
の
日
常

に
お
役
に
立
つ
新
聞
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
今
回
、
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
た
方
々
、
団
体
に
は

お
礼
状
と
領
収
書
を
送
っ

て
お
り
ま
す
が
、
銀
行
経

由
の
場
合
、
手
を
尽
く
し

て
ご
住
所
を
探
し
ま
し
た

が
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
お

　
今
年
元
旦
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
は
、
震
度

７
強
の
揺
れ
を
観
測
し
甚

大
な
被
害
が
生
じ
、
そ
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
マ
ス

コ
ミ
等
で
連
日
詳
し
く
報

道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
注

名
前
だ
け
で
は
ど
う
し
て

も
探
し
当
て
る
こ
と
が
出

来
ず
今
日
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
か
、
左
記
の

方
、
日
公
連
事
務
局
に
ご

一
報
い
た
だ
き
ま
す
と
大

変
有
り
難
く
存
じ
ま
す
。

　
ア
ケ
ザ
ワ
ヒ
ト
シ
様
・

シ
バ
ユ
ウ
コ
様
・
カ
シ
ワ

ギ
ア
キ
ト
シ
様
・
ナ
ラ
ア

ツ
シ
様

務
局
で
は
、
今
回
の
被
災

地
域
の
、
石
川
県
、
福
井

県
、
富
山
県
、
新
潟
県
の

各
県
連
に
会
員
の
被
害
状

況
の
調
査
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
全
国
の
都
府

県
連
に
募
金
の
お
願
い
を

す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

【
参
考
】

日
公
連
が
募
金
活
動
を
行

っ
た
最
近
の
事
例

①
平
成
７
年
１
月
１７
日　

発
生　
阪
神
淡
路
大
震
災

②
平
成
１６
年
１０
月
２３
日　

発
生　
新
潟
県
中
越
地
震

③
平
成
２３
年
３
月
１１
日　�

発
生　
東
日
本
大
震
災

④
平
成
２８
年
４
月
４
日　

発
生　
熊
本
地
震

⑤
平
成
３０
年
７
月
７
日　

発
生　
西
日
本
豪
雨

視
し
て
、退
公
連
、日
公
連

は
、活
動
理
念
と
す
る『
共

助
』
を
実
の
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
に
、
義
援
金
を

募
り
、
全
国
の
会
員
の
志

と
し
て
届
け
る
こ
と
を
理

事
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
を
受
け
、
事

雄
二
前
会
長
が
亡
く
な
ら

れ
た
。

年
（
１
９
６
３
年
）
在
フ

ラ
ン
ス
日
本
大
使
館
に
勤

務
さ
れ
た
。

　
日
本
で
は
二
度
に
わ
た

っ
て
厚
生
大
臣
を
務
め
ら

れ
、
外
国
語
が
堪
能
な
こ

と
も
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス

大
使
館
職
員
と
の
打
ち
合

わ
せ
等
で
は
フ
ラ
ン
ス
語

の
や
り
と
り
で
、
同
席
し

た
厚
生
省
の
職
員
が
話
し

合
い
の
内
容
を
後
で
大
臣

に
尋
ね
る
場
面
が
あ
っ
た

と
も
聞
く
。

　
日
仏
関
係
強
化
へ
の
貢

献
に
よ
り
レ
ジ
オ
ン
・
ド

ヌ
ー
ル
勲
章
を
受
章
さ
れ

て
い
る
。

　
平
成
２５
年
４
月
か
ら
令

和
４
年
ま
で
の
１０
年
間
、

会
長
と
し
て
高
い
識
見
と

行
動
力
、
政
治
の
世
界
で

笑
顔
を
絶
や
さ
ぬ
信
望
厚

い
お
人
柄
で
日
公
連
を
導

い
て
い
た
だ
い
た
。

　
１０
年
間
の
津
島
会
長
の

ご
努
力
と
実
績
を
た
ど
る

と㈠
政
治
・
行
政
と
日
公
連

と
の
関
係
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
、
２１
世
紀
型
の
社
会

保
障
制
度
の
構
築
を
掲
げ

て
組
織
の
活
動
を
方
向
付

け
ら
れ
た
。
各
退
公
連
の

ご
努
力
も
あ
っ
て
、
政
治

に
届
い
て
制
度
化
さ
れ
た

事
項
が
数
多
く
あ
る
。

〇
既
裁
定
者
へ
の
職
域
加

算
部
分
の
継
続
給
付

〇
新
規
裁
定
者
へ
の
「
年

金
払
い
退
職
給
付
制
度
」

の
新
設

〇
平
成
２１
年
以
降
、
日
公

連
が
主
張
し
続
け
て
き
た

公
務
員
の
定
年
延
長
な
ど

㈡
世
界
が
注
目
す
る
「
活

力
あ
る
超
高
齢
社
会
の
構

築
」
を
主
張
さ
れ
、「
退

職
に
よ
っ
て
公
務
員
の
役

割
は
、終
わ
り
で
は
な
い
。

退
職
後
も
公
務
員
で
あ
っ

た
矜
持
を
忘
れ
ず
、
社
会

保
障
制
度
の
存
続
と
地
域

社
会
の
再
生
に
取
り
組
ん

で
貰
い
た
い
」
と
主
張
さ

れ
た
。

　
こ
の
津
島
会
長
の
意
を

受
け
て
誕
生
し
た
の
が
、

わ
れ
ら
の
信
条
の
精
神
を

汲
む
「
人
生
１００
年
時
代
か

ら
の
要
請
」
で
あ
る
。
会

員
の
「
健
康
寿
命
の
延
伸

と
納
得
の
人
生
の
集
大

成
」
は
、
時
代
が
移
り
変

わ
っ
て
も
、
変
わ
ら
ぬ
人

の
生
き
方
の
指
標
で
あ
り

続
け
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援

の
施
策
に
取
り
組
ま
れ
た

経
験
を
お
持
ち
の
会
長
は

「
子
供
の
声
が
聞
こ
え
な

い
社
会
は
滅
び
る
社
会
で

あ
る
」「
最
近
、
若
者
に

進
取
の
気
性
が
乏
し
く
な

っ
た
」
と
、
言
わ
れ
た
。

　
活
力
の
あ
る
超
高
齢
社

会
の
構
築
は
「
世
界
で
ど

の
民
族
も
、
ど
こ
の
国
も

未
だ
取
り
組
ん
だ
経
験
を

持
た
な
い
人
類
史
に
残
る

壮
大
な
事
業
で
あ
る
」
と

主
張
さ
れ
、
日
公
連
の
活

動
に
期
待
を
掛
け
ら
れ
て

い
た
。

　
い
ず
れ
も
人
間
と
社
会

の
将
来
の
在
り
方
に
関
わ

る
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

短
い
期
間
に
出
来
る
こ
と

で
は
な
い
が
、
そ
の
方
向

で
組
織
が
動
き
出
し
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

会
長
の
ご
意
志
に
沿
う
活

動
が
今
後
ど
れ
だ
け
で
き

る
か
は
、
日
公
連
の
課
題

と
し
て
精
進
、
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
心
に
誓
っ

て
お
り
ま
す
。

前
日
本
退
職
公
務
員
連
盟
　
津
島
雄
二
会
長

「
世
界
が
注
目
す
る
超
高
齢
社
会
の
モ
デ
ル
を
！
」心
に
留
め
て

追 悼

　
い
つ
も
通

り
の
日
常
の

中
で
眠
る
よ

う
に
意
識
を

失
わ
れ
た
大

往
生
で
あ
っ

た
と
の
こ

と
。
享
年
９３

で
あ
っ
た
。

　
昭
和
２８
年

（
１
９
５
３

年
）
大
蔵
省

に
入
省
、
ア

メ
リ
カ
に
留

学
、
昭
和
３８

新
年
金
専
門
員
着
任

退
公
連
新
聞
へ
の
ご
芳
志
集
ま
る

義
援
金
の
募
金
始
ま
る

　
　
　
能
登
半
島
地
震
災
害

す
。

　
一
時
中
断
し
て
い
た
年

金
相
談
も
３
月
か
ら
再
開

し
て
い
ま
す
。
退
公
連
新

聞
掲
載「
心
の
悩
み
相
談
」

と
同
日
に
電
話
で
ご
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

　
今
ま
で
手
薄
で
あ
っ
た

退
公
連
新
聞
の
年
金
制
度

関
連
の
記
事
も
、
制
度
の

基
本
的
な
部
分
を
含
め
て

現
状
と
将
来
の
制
度
の
課

題
等
の
掲
載
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
前
任
者
と
同
様
に
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
っ
て
、
日
公
連
は

社
会
保
障
対
策
委
員
会
と

眞
柴
専
門
員
を
中
心
に
今

後
も
望
ま
し
い
制
度
改
革

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
専
用
ア
ド
レ
ス
を
設
け

ま
し
た
。
メ
ー
ル
で
の
お

問
い
合
わ
せ
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

nenkin@
nikkoren.

info
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○年金相談… ４月 ３日㈬、２４日㈬
○心の悩み相談… ４月 ３日㈬、２４日㈬
　いずれも午後 １ 時～ ３ 時まで

０３−３８２２−１２１６

☎ やすらぎ電話やすらぎ電話

会
員
の
広
場

首里城再建支援のための県民
募金を

北山高校駅伝部への支援金を

秩父札所巡り（野坂寺）

親睦旅行（栗田美術館）

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

山
陰か

げ

に
ひ
っ
そ
り
廻
る
水
車
あ
り

あ
た
か
も
山
の
鼓
動
の
如
く
に

�

岐
阜
県　
木
村
康
男

白
々
と
夜
を
日
に
つ
ぎ
て
雪
降
る
日

手
紙
綴
ら
む
遠
き
人
へ
と

�

熊
本
県　
永
田
幸
德

あ
ま
が
え
る
か
た
つ
む
り
い
た
わ
が

庭
の
親
父
が
植
え
し
み
か
ん
の
木
芽

吹
く�

愛
知
県　
藤
岡
安
美

大
寒
の
冷
た
き
雨
の
そ
ぼ
降
る
や

紅
梅
咲
き
初
む
春
隣
な
り

�

愛
知
県　
横
井
真
人

風
花
や
園
児
朗
ら
に
追
ひ
か
け
て

�

山
口
県　
粟
屋
邦
夫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

一
張
羅
着
た
ら
愛
犬
キ
ョ
ト
ン
と
し

�

和
歌
山
県　
三
宅　
保

雨
戸
開
け
木
々
に
お
は
よ
う
深
呼
吸

�

愛
知
県　
山
﨑
延
次

何
事
も
夢
中
で
駆
け
し
来
し
方
の

名
も
無
き
草
よ
卒
寿
の
近
し

�

岡
山
県　
池
田
朱
実

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

窓
叩
く
余
寒
の
雨
や
看
取
る
日
々

�

佐
賀
県　
平
尾
志
磨
子

あ
り
が
と
う
言
っ
て
言
わ
れ
て
い
い
笑

顔�

茨
城
県　
櫻
井
康
雄

へ
そ
く
り
の
使
途
不
問
に
と
頭
下
げ

�

愛
知
県　
小
笠
原
幸
男

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
孫
が
来
る
と
高
い
位

置�

長
野
県　
北
沢
豊
治

樅
大
樹
こ
れ
見
よ
が
し
と
雪
被
り

�

山
形
県　
上
野
直
樹

寒
卵
さ
げ
病
弱
の
友
見
舞
う

�

岐
阜
県　
石
田
喜
造

保
育
士
が
三
歳
児
抱
っ
こ
鬼
や
ら
い

�

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

心豊かに心豊かに

　
茨
城
県
に「
涸ひ

沼ぬ
ま

」と

い
う
汽
水
湖
が
あ
る
。

干
満
差
に
よ

り
海
水
が
入

り
込
む
豊
か

な
環
境
が
、

多
く
の
魚
介

類
や
そ
れ
ら
を
餌
と
す

る
野
鳥
の
集
ま
る
場
所

と
な
っ
て
い
る
。
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ

れ
た
湿
地
帯
で
あ
る
。
そ

こ
で
開
催
さ
れ
た
「
探
鳥

会
」で
、水
鳥
等
の
様
々
な

生
態
に
触
れ
、
感
動
溢
れ

る
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

　
事
務
連
絡
、
情
報
交
換

や
各
種
行
事
へ
の
参
加
呼

び
か
け
等
に
使
用
さ
れ
て

い
る
、「
退
公
連
カ
フ

ェ
」
と
称
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
グ
ル
ー
プ
）
で
の
呼

び
か
け
に
参
加
し
て
み

た
と
き
の
こ

と
で
あ
る
。

　
こ
の
度
の

郵
便
料
金
大

幅
値
上
げ
に

頭
を
痛
め
て
お
ら
れ
る

会
員
の
皆
様
の
強
力
な

情
報
伝
達
手
段
に
な
る

予
感
が
す
る
。

情
報
伝
達
手
段

　
　
変
化
の
予
感

茨
城
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
鯨
岡
　
武

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
埼
玉
県
連
は
、「
次
世
代
へ
の
架
け
橋
︱
絆
を
深
め
心
を
つ
な
ぐ
退
公
連
」
を
旗
印
と
し
て
、
組
織
力
向

上
と
社
会
貢
献
を
軸
に　
１４
支
部
が
活
動
し
て
い
る
。
秩
父
支
部
は
過
疎
が
進
む
地
域
で
は
あ
る
が
、
県
内

第
三
位
の
会
員
数��

１３０
名
を
有
し
、
互
い
の
絆
を
深
め
つ
つ
多
彩
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

埼
玉
県
退
職
公
務
員
連
盟
秩
父
支
部
長
　
金
子
武
男

いきいき退公連

埼玉県連の巻

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、
本
支
部
は
１０
年
前
に

解
散
に
至
っ
た
が
、
数
名
で
再

発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本

支
部
に
お
い
て
も
会
員
の
高
齢

化
や
新
会
員
の
入
会
者
減
少
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
支
部
役

員
の
勧
誘
で
昨
年
度
は
再
入
会

・
新
入
会
が
６
名
、
今
年
度
は

２
名
の
再
入
会
員
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
本
支
部
の
こ
れ
ま
で
の
主
な

　
今
帰
仁
支
部
は
沖
縄
県
北

部
、
名
護
市
と
本
部
町
の
隣
り

合
わ
せ
に
あ
る
。
本
部
町
に
は

海
洋
博
公
園（
美
ら
海
水
族
館
）

が
あ
り
、
名
護
市
で
は
辺
野
古

新
基
地
建
設
埋
め
立
て
工
事
が

再
開
さ
れ
た
。

　
三
市
町
村
で
は
、
日
本
一
早

い
「
さ
く
ら
祭
り
」
が
１
月
下

旬
か
ら
開
催
さ
れ
、
今
帰
仁
の

世
界
遺
産「
北
山
城
址
」で
は
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
夜
桜
を

活
動

①
消
失
し
た
首
里
城
再
建
支
援

の
県
民
募
金
へ
の
会
員
の
協
力

と
県
退
公
連
の
活
動
費
も
含
め

琉
球
新
報
社
に
託
し
た
。

②
毎
年
支
部
総
会
後
に
老
人
会

と
支
部
役
員
と
の
「
交
流
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
行
っ
て

き
た
。

参
加
で
き
、
な
お
か
つ
魅

力
的
な
場
所
を
選
定
し
て

い
る
。
毎
年
、
参
加
者
も

多
く
好
評
で
あ
る
。

秩
父
札
所
巡
り

　
女
性
部
主
催
。
３４
ヶ
所

の
秩
父
観
音
霊
場
は
日
本

絆
を
深
め
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

絆
を
深
め
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

～
魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
し
、会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
～

～
魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
し
、会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
～

世
代
を
超
え
て
人
々
を
繋
ぐ

沖
縄
県
退
職
公
務
員
連
盟
今な

帰き

仁じ
ん

支
部
長
　
松
田
　
泰
　

百
番
観
音
に
属
し
、
地
元

で
は
馴
染
み
深
い
が
、
詳

細
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い

人
が
意
外
に
多
い
。
そ
こ

で
、
案
内
人
の
方
に
同
行

し
て
い
た
だ
き
、
観
音
信

仰
の
歴
史
や
各
札
所
の
特

③
北
山
高
校
駅
伝
部
（
男
女
）

の
全
国
大
会
連
続
出
場
に
対
し

て
、
会
員
一
同
と
県
退
公
連
の

支
援
金
を
合
わ
せ
、
校
長
と
監

督
に
金
一
封
を
寄
付
し
た
。

④
今
年
度
の
活
動
計
画

比
嘉
佑
典
東
洋
大
学
名
誉
教
授

の
講
演
と
著
書「
今な

帰き

仁じ
ん

御う

神か
み

」

（
上
・
下
巻
）
を
全
会
員
に
贈

呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

⑤
今
帰
仁
村
役
場
の
新
庁
舎
の

落
成
に
伴
い
、
世
界
三
大
花
木

で
あ
る
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
・
ホ
ウ

オ
ウ
ボ
ク
・
カ
エ
ン
ボ
ク
を
記

念
植
樹
と
し
て
植
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
際
「
沖
縄

県
退
職
公
務
員
連
盟
今
帰
仁
支

部
一
同
」
と
記
名
す
る
こ
と
を

緑
輝
く
遊
歩
道
を
歩
く
清

々
し
さ
は
格
別
で
あ
る
。

親
睦
旅
行
・
ハ
イ
キ
ン
グ

　
旅
行
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を

隔
年
で
実
施
。
旅
行
は
、

善
光
寺
と
リ
ン
ゴ
狩
り
、

大
相
撲
観
戦
や
演
劇
鑑

　
秩
父
支
部
で
も
高
齢
化

は
免
れ
な
い
が
、
魅
力
あ

る
事
業
を
工
夫
し
な
が
ら

集
う
喜
び
を
味
わ
い
、
健

康
の
有
り
難
さ
を
実
感
し

つ
つ
、
活
動
の
輪
を
広
げ

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
主

な
活
動
を
紹
介
す
る
。

楽
し
く
歩
こ
う

　
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク

を
会
場
に
、
会
員
の
中
か

ら
指
導
者
を
招
聘
し
て
ス

ト
レ
ッ
チ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
実
施
。
運
動
前
の
講

話
も
健
康
の
維
持
増
進
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

徴
等
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
を
受
け
な
が
ら
毎
年
五

ヶ
寺
ず
つ
参
拝
し
、
研
修

の
機
会
と
し
て
い
る
。

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

�　
「
ス
コ
ア
よ
り
、
楽
し

く
和
気
藹
々
と
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
毎
年
、
ゴ
ル
フ

大
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
は
穏
や
か
な
好
天

に
恵
ま
れ
、
参
加
者
も
終

始
笑
顔
で
プ
レ
ー
に
熱

中
。喜
び
に
溢
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
事
業
の
様
子

は
、
年
２
回
発
行
の
広
報

「
退
公
連
ち
ち
ぶ
」
に
掲

載
し
、
共
に
活
動
す
る
意

義
や
楽
し
さ
を
積
極
的
に

発
信
す
る
こ
と
で
、
会
員

の
参
加
意
欲
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
も
社
会
貢

献
活
動
の
幅
を
広
げ
る
な

ど
、
事
業
内
容
の
改
善
に

も
努
め
て
い
き
た
い
。

賞
、
栗
田
美
術

館
、
神
代
植
物

公
園
、
豊
洲
市

場
等
々
。
ハ
イ

キ
ン
グ
は
、
玉

原
高
原
、
河
口

湖
、
高
尾
山
、

西
沢
渓
谷
等
。

会
員
が
気
軽
に

　
編
集
子
の
通
勤
途
中
に

保
育
園
が
あ
り
ま
す
。「
お

は
よ
う
」
の
声
か
け
に
最

初
は
怪
訝
な
顔
を
し
て
い

た
園
児
も
２
～
３
回
続
け

る
と
ニ
コ
ッ
と
し
ま
す
。

も
う
し
め
た
も
の
。
前
夜

の
深
酒
で
う
つ
む
き
加
減

で
歩
い
て
い
る
と
「
オ
ジ

チ
ャ
ン
ど
う
し
た
の
？
」。

オ
ム
ツ
を
つ
け
た
幼
子
が

園
庭
で
遊
具
を
押
し
て
ヨ

チ
ヨ
チ
歩
く
。
し
ば
ら
く

立
ち
止
ま
り
ま
す
。

�　
「
幼
子
の
可
愛
さ
は
母

親
に
慈
愛
の
心
を
起
こ
さ

せ
る
自
然
の
戦
略
」
と
言

っ
た
人
が
い
ま
す
。
母
親

で
な
く
て
も
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
て
同
じ
こ
と
。

　
１
年
間
退
公
連
新
聞
を

お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
聞
に
一
筆
添
え
て
手

渡
さ
れ
る
方
、
会
話
の
中

で
会
員
の
安
否
を
確
認
さ

れ
る
方
、
郵
送
さ
れ
る
方

等
々
会
員
の
方
々
に
新
聞

を
届
け
て
く
だ
さ
る
方
の

善
意
と
ご
苦
労
に
深
甚
の

敬
意
を
表
し
、
あ
り
が
た

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
社
会
へ
の

奉
仕
活
動
や
小
・
中
・
高

校
へ
の
支
援
活
動
等
、
会

員
が
積
極
的
に
参
加
す
る

活
動
を
行
い
、
広
報
活
動

を
通
し
て
新
入
会
員
増
を

促
進
し
て
い
き
た
い
。
支

部
長
と
し
て
組
織
の
明
る

い
未
来
を
描
く
。
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